











D-amino acid oxidase activity in urine obtained fr叩 patients













均28.1才)を対象とした。いずれも随意尿を採取し，尿中ALB，αl-microglobulin(A郎)， N AG， D 
AO及びクレアチニンについて測定しクレアチニン補正をして各指数で表示した。尿中DAOについて
は.ブタ腎由来のDAOを用いてDAO抗体を作製し， E 1 At去にて測定した。
[結束]
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拡候群 (42例)，慢性腎炎 (38例)，慢性腎不全 (10例)，目撃j府内(15例)，糖原病性腎症 (1:1例)の
計-18例を対象とされたω いずれも槌怠尿を際取し(一部の症例では24時間尿も採取)，眼中アルブミン，
α1-microglobulin. NAG. DAOについて測定され， クレチ二ン補正をして指数でぶ示した。尿中川Oは，
抗菌プタ腎由来 DAO抗体を用いた酵素免疫測定法で測定されたの
汗花.常基司準準F医-域は|随泊也，息怠告、b以ぷにて0か一1叩0.0μgj








本論文は.DAOが腎l7JC細管障害時には， NAG やアルブミンよりも V-期にþ~中に逸脱し鋭敏に上昇を示す
ことから，尿中 DAO測定は腎障害の早期発見や章杭度の指標として有効であることが確証したものであり，
今後腎州変検査に寄与する ζとが大であり，臨尿検査学的意義が高い。
以上から，本研究は博士(疾学)の学{立を伎与するに航するものと判定されたハ
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